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研究成果の概要（和文）：研究代表者並びに研究分担者は、それぞれの専門分野において、コンピュータ化の状
況とパラダイム変化への影響について調査した。
コンピュータを前提としたシステムによるパラダイム変化（例えば、機械翻訳の語学管理理論への影響、AIによ
る医用画像診断、VRやAIの哲学・倫理学への影響、ブロックチェーン技術による社会変革の可能性、デジタルフ
ォーマット取引の法的規制等）の実態を明らかにするとともに、簿記システム等の手書きシステムのコンピュー
タ化からは、パラダイム変化は生まれていないことを明らかにした。
同時に、様々な学問分野で、コンピュータの影響を加味した考察が不可欠であることも明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：The principal investigator and research collaborators investigated the 
impact of computerization on their respective fields and the resulting paradigm shifts.
They revealed the realities of paradigm shifts driven by computer-based systems (e.g. the impact on 
linguistic management theory in machine translation, AI-enabled medical image diagnosis, the 
influence of VR and AI on philosophy and ethics, the potential for societal transformation through 
block-chain technology, legal regulations concerning digital asset transactions, etc.). They also 
clarified that paradigm shifts have not emerged from the computerization of handwritten systems such
 as accounting (bookkeeping) systems. 
Simultaneously, it became evident that considering the influence of computers is essential in 
various academic disciplines.

研究分野： コンピュータ化の影響とパラダイム変化

キーワード： パラダイム変化　コンピュータを前提としたシステム　手書きシステムのコンピュータ化　社会制度の
変化　AI（人工知能）　ブロックチェーン　VR（仮想現実）

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
研究代表者並びに研究分担者のそれぞれの専門領域において、「コンピュータを前提としたシステム化による影
響とパラダイム変化についての研究」という新しい研究分野を開拓することができた。さらに、当該新領域は、
研究者それぞれの専門領域にとどまるものではなく、その他の学問分野においても、新しい研究分野を開拓する
ものとなっており、幅広い展開が期待できるとともに、それらを横断的に統合する研究という領域の開拓の先駆
となるもとである。
同時に、パラダイム変化が社会に与える影響について、今回の研究を基礎とした視点から、問題点を指摘し、解
決策を提示することができるようになると考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
コンピュータ化による社会の変化、基本的な社会の基盤となる考え方が変化するような「パラ

ダイム変化」が様々な分野で起きていることが観察される。しかしながら、コンピュータ化の影
響を詳細に検討すれば、基本的な社会の基盤となる考え方を変化させるようなコンピュータ化
もあれば、単に、計算や分類といった手作業では時間がかかるような作業の効率化が行われるだ
けで、「パラダイム変化」とは到底呼べないようなシステム化も存在することが認められる。例
えば、企業の財政状態や経営成績を開示するために行われる会計システム（簿記システム）は、
その基本的原理や考え方の変化はほとんど見られない。一方、銀行等のコンピュータにおいては、
その記帳システムに大きな変化は見られないものの、ＡＴＭを中心とするユーザーインタフェ
ースにおいては、特に銀行利用者側の行動と考え方について大きな変化があり、「パラダイム変
化」がみられた。このように、システムをコンピュータ化すれば、必ず「パラダイム変化」が起
こるというものではなく、利用者の行動や考え方が大きく変化した分野もあれば、そうではない
分野もあるが、コンピュータ化の影響の議論において、この違いを意識した議論は行われていな
かった。 
詳細を検討すると、コンピュータを利用するようになった１９６０年代、７０年代において、

我が国のみならず、世界の様々な社会制度等のコンピュータ化は「手書きのシステム」をそのま
まコンピュータに移設するものであった。現在においても、そのパラダイムは強固なものがあり、
コンピュータ上に移設されても、その考え方に本質的変化はないことが認められる。一方、コン
ピュータの利用についての理解が進み、コンピュータの特性を理解し、それを生かしたシステム、
すなわち、「コンピュータを前提としたシステム」が構築されるようになったが、このような分
野では、パラダイム変換と呼ぶべき大きな変化をもたらしている例があった。 
 
２．研究の目的 
我が国のみならず、世界の様々な社会制度は「手書きのシステム」を前提として成り立ってお

り、これまでのコンピュータ化は、それをそのままコンピュータに移設し、集計や分類等の効率
化を図るものであった。「手書きのシステム」のパラダイムは強固なものがあり、コンピュータ
上に移設されても、その考え方に本質的な変化はない。しかし、新しい技術が実用化され、新し
く「コンピュータを前提としたシステム」が生まれており、「パラダイム変化」と呼ぶべき大き
な変化が生まれつつある。本研究は、「コンピュータを前提としたシステム」が構築されること
でパラダイム変換が起こるとの仮説のもと、このような変化が、社会のパラダイムにどのような
影響を与えるのか、社会は全体として、またそれぞれの分野においてどのように対処していくべ
きなのかを研究する。その影響は特定の分野に限られるものではなく、文系・理系を超えた学際
的な研究を行う。 
 
３．研究の方法 
 本研究は、パラダイムに影響を与えるのは「コンピュータを前提としたシステム」であるとい
う仮説から出発している。コンピュータや各分野の専門家の「コンピュータ化」をめぐる議論に
おいて、「手書きのシステム」のコンピュータ移設と「コンピュータを前提としたシステム」構
築を区別しない議論がなされているのが現状である。そのため、様々な社会システムをめぐる議
論から両者の議論を区別し、上記の仮説の検証からスタートした。さらに、「コンピュータ化に
よるパラダイム変化」とその影響というこれまでにない視点からの研究を企図していた。 
具体的な研究方法としては、文献調査とその批判的検討及び専門家へのヒアリングが中心と

なった。様々な分野の研究論文や書籍等から「手書きのシステム」のコンピュータ移設と「コン
ピュータを前提としたシステム」構築の区分を明らかにして批判的検討を加え、パラダイム変化
の状況やありかたを研究した。さらに、専門家へのヒアリングは、コンピュータに係る分野の専
門家に対するものとそれぞれの分野の専門家に対するものとなるが、コンピュータ分野の専門
家へのヒアリングは研究代表者及び研究分担者にとって共通となることから共同で実施し、そ
れぞれの分野の専門家へのヒアリングは研究代表者及び研究分担者がそれぞれ行った。さらに、
隣接分野へのヒアリングも積極的に行った。 
本研究は、文系・理系を超えた学際的研究を行うことが特色である。「コンピュータを前提と

した社会システムの構築によるパラダイムの変化」の影響は特定の分野に限られるものではな
く、社会全体の横断的な構造変革をもたらすものであるが、すべての分野を網羅することは難し
い。そのため、これまでの研究で「手書きシステム」のパラダイムが残っていると認められる、
会計・監査、金融、地方自治の分野について宗岡（研究代表者）が担当し、法律の分野は商法を
専門とする三島が研究を行った。AI の登場で自動翻訳等が実用化されパラダイムが変わろうと
している語学教育の分野は、ドイツ語の「社会言語学・言語政策論」が専門の高橋が実例をもと
にした研究を行った。コンピュータと社会倫理の関係の専門家である植原は、当該分野について
の知識を最も有しており、他のメンバーの指南役的役割も果たした。さらに、自然科学（電磁波、
宇宙工学、AI 解析）を専攻する山口は、唯一の理系人材として研究に参加した。様々な分野の



専門家が「コンピュータ化によるパラダイム変化」という共通の視点から学際的な研究を行い、
議論を重ねることで、新しい学問体系を切り開く可能性に挑戦した。 
年度別には、初年度である２０２１年度は、コロナ禍により、文献研究、国内へのヒアリング

が中心となった。2年目（２０２２年度）は、コロナ禍の終息に伴い、国内のみならず海外の専
門家へのヒアリングも行おうとしたが、先方の受け入れ態勢が必ずしも整っておらず、十分なヒ
アリングは行えなかった。３年目（２０２３年度）は、国内のみならず、海外へのヒアリングも
積極的に行った。 
 
４．研究成果 
当該研究は、関西大学経済・政治研究所における「コンピュータ化によるパラダイム変化研究

班」の活動とコラボする形で行った。その成果として、同研究所より研究双書「市民生活におけ
るコンピュータ化の新しい潮流と AI 時代の幕開け」（2022 年 3 月刊、177 冊）、「市民生活におけ
るコンピュータ化の新しい潮流と AI 時代の幕開け２」（2024 年 3 月刊、180 冊）を刊行した。ま
た、各研究員は学会での発表や学会誌等投稿等を行った。各研究員の研究成果の概要は以下の通
りである。 
これまでの研究で「手書きシステム」のパラダイムが残っていると認められる、会計・監査、

金融、地方自治の分野について担当した宗岡（研究代表者）は、簿記や地方自治という「手書き
システムのコンピュータ化」の分野で、コンピュータ化によるパラダイム変化が見られないこと
を示すとともに、ブロックチェーン技術を使って「コンピュータを前提としたシステム」を構築
することにより、ギフト社会等の交換経済以外でも流通可能な価値の可能性を示した。 
法律の分野は商法を専門とする三島は、近時生活には欠かせないものとなったデジタル・プラ

ットフォーム取引について法規制が十分でないこと、最近制度化された、バーチャル株主総会に
ついて有益な提言を行い、「コンピュータを前提としたシステム」によるパラダイム変化に法規
制の在り方についての研究を行った。 
ドイツ語の「社会言語学・言語政策論」が専門の高橋は、ドイツ語の正書法改革にコンピュー

タ化したコーパスの影響を研究するとともに、機械翻訳を用いた会話実験と翻訳実験を行い、そ
の特徴と今後の可能性を論じた。 
コンピュータと社会倫理の関係の専門家である植原は、AI と人間、科学的研究との関係、並

びに、仮想現実と倫理・政治哲学等について研究した。そして、当該分野についての知識を最も
有しており、他のメンバーの指南役的役割も果たした。 
さらに、自然科学（電磁波、宇宙工学、AI 解析）を専攻する山口は、唯一の理系人材として、

医用画像診断における AI 導入事例を研究するとともに、応用物理の分野における AI 導入の実
態を調査し、AI 導入の現状と今後の展望を研究した。 
各研究員は、「コンピュータ化によるパラダイム変化」の様々態様と課題を研究し、成果を挙

げた。しかし、「「コンピュータを前提としたシステム」が構築されることでパラダイム変換が起
こる」との仮説の検証に関しては、それぞれの分野において、対比的な研究を行わなかったこと、
各人の研究によりカバーする範囲が限られており、必ずしも十分な結論が得られなかった。範囲
を拡大するとともに、コンピュータ化によるパラダイム変化にかかる様々な事例を比較研究す
ることにより、仮説の検証を行うことが必要であり、今後の課題である。 
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